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指 導 者 は「 あ れ あ
れー？エレベーターが
動き出しますよー！」
と子どもたちへ声を掛
け、伴奏者は自身が考
案した図３−１『エレ
ベーターに乗って走る
音楽』の演奏を開始し、
子どもたちはフラフー
プの中に入ったまま教
室内を走り回る。図１
の通り、子どもたちが
十分に走ることができ
るスペースが確保され
ているが、指導者は子
どもたちが安全に活動
できるよう、子ども一
人ひとりの様子を確認
しながら適切な声掛け
を行い、音楽に乗って
走っている子どもたち
を励ましながら活動を
進めた。
　子どもたちが一定間
隔を保って走ることができるようになると、指導者は伴奏者へアイコンタクトを送り、伴奏者
が図３−２『エレベーターが落っこちる音』を低音の重音で鳴らし、子どもたちはこの音を聴
き、走ることをやめて各々床にしゃがむ。再び図３−１『エレベーターにのって走る音楽』の
冒頭部分が聴こえると、子どもたちは徐々に走り出し、次第に速度を速めて走った。
　活動２と活動３を２〜３回繰り返し、指導者の合図を受けて、伴奏者が図３−１『エレベー
ターに乗って走っている音楽』の第二括弧部分を演奏し、徐々に速度を落としながら音楽を終
息させた。子どもたちは音楽の変化を察知し音に合わせて活動４を行い、フラフープの中に入
りその場に座る。伴奏者は子どもたちが動きを止まったことを確認すると、再び『エレベーター
のうた』を演奏しはじめる。その後、前奏部分で指導者がエレベーターの歌を歌うように子ど
図３−２　『エレベーターが落っこちる音』伴奏譜
図３−１　『エレベーターに乗って走る音楽』伴奏譜
エレベータが落っこちる音
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もたちへ呼びかけ、子どもたちはピアノの音に合わせて活動１行う。実践では上記一連の流れ
を２〜３回繰り返した（図４−１、図４−２）。
（２）実践考察Ⅰ：音階唱『エレベーターにのりましょう』
　活動１【音階唱】では、エレベーターに見立てたフラフープを１音ずつ上げたり下げたりさ
せ、音階に合わせて全身を使う音階唱の活動を行った。ピアノ演奏に合わせて音階唱を行うこ
とで、ピアノの音を聴きながら自分の声をピアノの音程に合わせて歌おうとしている。担当ク
ラスでは2019年５月から毎週実践しており、子どもたちは回数を重ねる毎に正しい音程を理解
しながら自分の歌声をその音程を合わせて歌おうとする姿が見られる。活動を通して、子ども
たちは音階を歌いながら聴音する力を育み、絶対音感獲得の基礎を養っていると言えよう。
　活動２〜活動４では、子どもたちが音楽を聴きながら身体を動かし音楽に合わせた動きをす
ることで、集中力と即時反応力が養われている。音に合わせて走ったり止まったりする活動は
クラスが開講された当初から継続的に実践しているが、音階唱『エレベーターにのりましょう』
と合わせて活動を取り入れることで、子どもたちはそれぞれの活動を楽しみながら継続して実
践できている。
　指導者は実践中の子ども一人ひとりの様子をよく観察し、安全確保に務めるだけでなく、子
ども一人ひとりに声を掛け、子どもを褒めたり励ましたりすることで、子どもが主体的に音楽
表現活動を行えるような指導を実践している。また、伴奏者は子どもの姿を観察しながら、子
どもの動きや声の大きさに合った速度と音量でピアノ演奏することを心掛けており、それぞれ
の活動に合った音楽を奏でられるよう、音の高さや音色を区別し演奏するよう努めた。指導者
が子どもたちに指示をしている最中にピアノ演奏を止めることはあるが、すべての活動のきっ
かけが音楽主体となるように指導者は声掛けをし、伴奏者は一つの活動の終息と次の活動の開
始が自然につながるよう即興的要素を織り込み、活動それぞれに合った音楽を展開できるよう
意識した。
　音楽基礎知識習得のための基礎作りの一環として音階唱『エレベーターにのりましょう』を
行っているが、子どもが聴こえてくる音を感じ、その音を身体で表現できる力を養うことが、
音感を養うことにつながるといえよう。子どもたちが一つ一つの活動を楽しいと感じ主体的に
活動できるよう、指導者と伴奏者が連携を取り、意欲を掻き立てる指導を心掛けることが大切
である。
図４−１　『エレベーターに乗りましょう』 図４−２　エレベーターに乗って走っている様子
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（３）実践分析Ⅱ：『ジャングル探検』
　『ジャングル探検』の活動では、音楽に合わせて歌う活動、音を聴き音価の違いを感じ取り
身体表現する活動、音楽に合わせてフレーズを感じる活動を順番に実践した。本論ではワニが
描かれた衝立を使って実践した、音楽を聴きリズムと音の長さの違いを感じて表現する活動を
中心に分析する。なお、音楽に合わせて歌う活動ではオーケストラ音源を使用し、音楽を聴き
音価の違いを感じ取り身体表現する活動、音楽に合わせてフレーズを感じる活動はピアノ伴奏
で実践した。
　音階唱『エレベーターにのりましょう』が終わると子どもたちは所定の場所へフラフープを
片付け、図１のように吊るされた壁面の前に座った。掲示された壁面は、以前教室主催のコン
サートで子どもたちの発表のために当時の保護者が製作した壁面で、植物や恐竜を絵の具やお
りがみ等を使って描写している（図５）。
　指導者は壁面を見ながら、ジャングルには様々な草木や野生動物が住んでいると説明し、子
どもたちと絵に描かれているものやジャングル探検に必要な持ち物、持っていきたいものにつ
いて子どもたちの話に耳を傾け、活動の導入を行った。そして、「これからジャングル探検に
出かけよう」と指導者が声を掛け、子どもたちは草木の装飾がついた被り物を装着つけ、ジャ
ングルに出かける準備をする。準備が整うと、指導者がコンサート用に作曲した『ジャングル
探検の歌』のオーケストラ音源をAV機材で流し、子どもたちは指導者、伴奏者とともに前奏
に合わせて行進を始め、前奏に続けて歌唱した。
　歌唱を終えると、指導者は「ジャングルにつき
ましたねー。あれあれ？あそこに１匹のワニがい
るよー。」と言葉を掛け、段ボールに音符とワニの
絵が記された衝立を所定の場所にワニ１を配置する
（図７）。ワニの衝立は全部で三種類あり、男の子
のワニと四分音符、女の子のワニと八分音符、太っ
たワニと二分音符が描かれている。四分音符が記さ
れた衝立が設置されると、指導者が子どもたちに「さ
あ、このワニを水鉄砲でやっつけましょう。」と声
をかけ、四分音符の音楽に合わせたリズム活動を展
開する。子どもたちは図８のピアノ伴奏のリズムに
図５　ジャングルの壁面 図６　ジャングル探検の歌
図７　教室の配置図②
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合わせて「シュ、シュ、
シュ、シュ」と言葉を
発しながら、鉄砲を身
構えた格好で指導者と
ワニ退治をはじめた。
子どもたちがリズムに
合った活動ができるよ
うになると、指導者が
「ワニさん、弱ってし
まいましたね。今度は
あそこに違うワニさん
が出てきましたよ。」
と言葉をかけ、保護者
が所定の場所にワニ２
を配置した。子どもた
ちは二分音符で展開さ
れるピアノ伴奏に合わ
せて「シュー、シュー、シュー、シュー」と発しながらワニ退治を行った。ワニ２の退治が終
わると指導者が「あそこにまた違うワニさんがいますね！みんなでやっつけましょう！」と子
どもたちに呼びかけ、八分音符のリズムに合わせて、「シュシュ、シュシュ、シュシュ、シュシュ」
と発しながらワニ退治した。ワニ退治の活動は音の長さの違いを感じて身体で表現する目的が
あり、子どもたちは指導者とともにワニに向かって、ピアノ伴奏のリズムに合わせて大きく身
体を動かしていた。伴奏者は三種類の違いに子どもたちが気づけるよう、音価の違いに留意す
るだけでなく、音高にも違いを出し、それぞれの個性を感じ取れるような音楽を奏でることを
意識した。
　三種類のワニ退治を終えると、指導者は「みんな大変です！今度はあのワニさんが復活して
しまいました！」と子どもたちに呼びかけ、伴奏者は指導者が指さしたワニに合わせた音を演
奏する。子どもが三種類のリズムそれぞれを感じ取り、リズムの違いを感じ取れるようにする
ため、３種類のワニ退治を流動的に展開した。子どもたちがリズムの違いを感じ取れるように
なると、指導者は「どんなワニさんのピアノが聴こえてくるかな？ピアノの音を聴いて、当て
はまるワニを退治しましょう！」と子どもたちに声をかけ、子どもが音を聴きリズムの違いを
見つける活動を展開する。これらの活動を継続することで、子どもがリズムの違いを聴き分け、
音楽に合わせた表現ができるようになった。そして子どもたちが活動を何度も繰り返し、リズ
ムと音の長さの違いを聞き分け身体表現ができるようになると、「３匹のワニさんが弱ってし
まい、川に戻っていきました。」と指導者は子どもたちに語り掛け、ワニ退治の活動を終えた。
　ワニ退治の活動を終えると、音楽に合わせてフレーズを感じることを目的とした活動を行っ
た。この活動ではヤシの木にぶら下がっている恐竜の卵を使い、コゼック作曲『ガボット』の
ピアノ演奏に合わせて、２小節ひとまとまりになっている楽曲のフレーズに合わせて、恐竜の
卵を隣の子どもに渡す遊びを実践した（図10）。２歳から３歳の子どもを中心に活動を進めて
いるため、フレーズを感じながら隣にいる友達に卵を渡す活動に戸惑っていたが、毎週活動を
続けることで、音楽聴きながらフレーズの終わりと始まりを感じ取り、隣の友達に「はい、どー
図８　ワニ退治の伴奏譜
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ぞ」と声をかけながら音楽に合わせた表現を実践していた。恐竜の卵の活動を終えると、再び
『ジャングル探検の歌』を皆で歌い、ジャングル探検を終了した。
（４）実践考察Ⅱ：『ジャングル探検』
　『ジャングル体験』のリズム活動では、音楽に合わせて身体を動かしながら言葉を発し、音
楽の拍子感とリズムの違いを感じる活動を実践した。本活動の目的は、子どもたちにリズムを
知識として習得させることではなく、音楽の流れのなかでリズムや音の長さの違いに気づくこ
とである。伴奏者はリズムや音価の違いを正確に表現するため、設定テンポを変えることなく
三種類のリズム伴奏を演奏するよう心掛けた。また指導者は、リズムの聴き分けの実践を円滑
に進めるため、四分音符の衝立には男の子のワニ、八分音符には細い女の子のワニ、二分音符
には太ったワニの衝立を用意した。リズムの違いから生じる曲想の違いを視覚から認識できる
よう、施した造形表現の工夫である。子どもがリズムの違いを聴き分けて音楽に合ったリズム
を自分で選択し表現する活動では、前の活動から次の活動へ移り変わる際に音楽の流れを止め
ず、音楽で子どもたちを誘導するように努めた。活動を通して、流れてくる音楽によく耳を傾
ける姿や、音楽に合わせて身体表現をする姿、オノマトペを発する子どもの姿が見られた。
　本活動を始めた当初の子どもたちは音楽を自由に捉え身体を動かしていた。しかし、指導者
がワニを退治する方法を子どもたちに伝え、身体の使い方やリズムの取り方を子どもたちに提
示すると、子どもたちは指導者を模倣し、音楽に合った身体表現をするようになった。活動を
１か月程度継続して実施すると、子どもたちはリズムの違いを感じ取り、リズムに合った音楽
図９−１　８分音符の活動
図９−３　２分音符の活動
図９−２　４分音符の活動
図10　フレーズを感じる活動
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表現を実践しようする姿が見られた。
　また、楽曲に合わせてフレーズを感じ取る活動では、楽曲のフレーズの終息に合わせて子ど
もが順番に恐竜の卵に見立てた球体を隣の子どもへ渡し、子どもたちが音楽に耳に集中する姿
だけでなく、少しずつ周りとコミュニケーションを取りながらタイミングを計る姿も見受けら
れた。
　担当しているクラスの子どもはこれまで音楽関連の習い事等の経験がないため、指導者は音
楽だけに頼らず、子どもが楽しく音楽表現活動ができるよう様々な工夫を施していた。教室に
壁面や椰子の木を設置したり、子どもたちに草木の被り物を用意したり、指導者が探検家を模
した衣装を着用したりすることで、子どもがジャングルの世界に入り込み、想像性と音楽性の
両方を育むことを可能にしているといえよう。
　今回のリズム活動では音楽表現だけでなく、造形表現やオノマトペによる言語表現、身体表
現を用いて、子どもたちがリズムの違いを感じとれるよう心掛けたが、設置した衝立にも工夫
が施されていた。音楽表現活動において、活動に合った曲想の音楽を奏で、子どもに音楽表現
から想像力を育み、音に集中できるようにすることが重要である。しかし音楽表現だけに頼る
のではなく、子どもたちの想像性と主体性を育む活動の実践できるよう、子どもの姿を把握し
子ども理解を深め、他領域と関連付けて環境構成や言葉がけに工夫を施すことも必要不可欠だ
といえよう。
４．まとめ
　本論では、子どもの音楽表現活動や子どもの様子について考察した。音程感とリズム感、子
どもの想像力を育む本活動では、指導者が一人ひとりの子どもをよく観察し積極的に声掛けを
することで、子どもは楽しみながら生き生きと活動している様子が見受けられた。乳幼児の表
現活動では、指導者が子どもの発達過程を理解し、子どもの主体性を育めるような環境を準備
するべきである。また指導者の言葉掛けや援助においても、子どもの目線を持つことが大切で
ある。指導者は子どもの姿や子どもの様子を見通しておおよその枠組みを設定して実践を進め
るが、常に子どもたちの声に耳を傾け、子どもたちの興味や欲求に柔軟に対応することも必要
だといえる。音楽表現活動では、子どもの主体的な表現を引き出せるよう、指導者と伴奏者が
連携を取り子どもの様子の把握に務めることが重要であり、子どもの想像力を育む音素材の探
求を進めなければいけない。活動に合致した音楽表現を具現化するためには、指導者が子ども
理解を深めることとともに音楽の基礎知識や技能を継続的に習得することが必要不可欠である。
　音程を感じながら身体を動かし歌唱する活動や、曲想やリズムを感じる音楽表現活動を乳幼
児期から継続的に実践することは、小学校教育音楽科で学ぶ思考力・判断力・表現力等や、知
識、技能に関する資質・能力の基礎を遊びのなかで養うことができるといえよう。そして保育
者養成での音楽表現指導では、音楽の基礎知識・技術の継続的な学習にとどまらず、音楽表現
技術と保育に関する知識・技術、子どもの日常の遊びとを関連付けた『音遊び』の検討と実践
を行い、子どもと音楽表現活動との関わりについてさらに深く学ぶ必要がある。今後も乳幼児
の音楽表現活動の実践を継続し、子どもの主体性を育む音楽表現活動の指導法について、さら
に検討していきたい。
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脚　注
１） 『10の姿』は、以下のとおりである。「1．健康な心と体」「２．自立心」「３．共同性」「４．道徳性・規範意
識の芽生え」「５．社会生活との関わり」「６．思考力の芽生え」「７．自然とのかかわり」「８．数量・図形，
文字等への関心・感覚」「９．言葉による伝え合い」「10．豊かな感性と表現」
２） 知識及び技能の基礎」「思考力，判断力，表現力の基礎」「学びに向かう力，人間性等」
３） 沼田郁子氏が乳幼児からを対象に運営する音楽教室。リトミック教室では、乳幼児を対象に身体全身を使っ
た音楽表現活動を通して、子どもの感性や音を聴く力の育成、ピアノ演奏導入のための音楽基礎知識習得を
目的に実践を行っている。
４） 沼田郁子氏（リトミック・ピアノ講師）　全日本リトミック協会会員　全日本ピアノ指導者協会会員　ギロッ
ク協会会員
５）活動１、活動２、活動３、活動４と表記する。
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